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【請求項１】
　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの駆動によ
り回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を導出表示
させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、前記複数の可変表示領域の全てに表示結果が導出表示されることに
より１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロ
ットマシンであって、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に、前記遊技用価値
の付与を伴う第１の特定付与入賞及び該第１の特定付与入賞と同数の前記遊技用価値の付
与を伴う第２の特定付与入賞を含む付与入賞と、遊技者にとって有利な特別遊技状態への
移行を伴う特別入賞と、を含む入賞について発生を許容するか否かを決定する事前決定手
段と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨が決定され、該特別入賞が発
生しなかったときに、当該特別入賞の発生を許容する旨の決定を次ゲーム以降に持ち越す
持越手段と、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段と、
　前記導出操作手段が操作されたときに、該導出操作手段の操作に対応する可変表示領域
の表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と、
　前記特別入賞が発生したときに、予め定められた終了条件が成立するまで前記特別遊技
状態に制御する特別遊技状態制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記付与入賞が通常遊技状態よりも高い確率で発生する特別
ゲームに所定期間制御する特別ゲーム制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記特別ゲームに制御されているか否かを判定する特別ゲー
ム判定手段と、
　を備え、
　前記導出制御手段は、
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　前記複数の可変表示領域のうちいずれの可変表示領域にも未だ表示結果が導出されてい
ない状況において、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域について、該可変表示
領域に対応する導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に
対して該ステップ数から所定範囲内に位置する複数の表示結果のうちの一の表示結果を一
意的に特定する複数の制御パターンから、前記事前決定手段の決定結果に対応する制御パ
ターンを一意的に選択する制御パターン選択手段を含み、
　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作されたと
きに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パターン
が該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数に対して一意的に特定する表示結果
を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行い、
　前記制御パターン選択手段は、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに
、前記複数の可変表示領域のうち特定の可変表示領域について前記ステップ数のうち少な
くともいずれか１つのステップ数に対して特定の表示結果を特定する特別入賞制御パター
ンを選択する特別入賞制御パターン選択手段と、
　前記事前決定手段により前記第１の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記特定の可変表示領域について該第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第１の特定付与入賞を構成する表示結
果を特定し、該第１の特定付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なる
ステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する
第１の特定付与入賞制御パターンを選択する第１の特定付与入賞制御パターン選択手段と
、
　前記事前決定手段により前記第２の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記特定の可変表示領域について該第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第２の特定付与入賞を構成する表示結
果を特定し、該第２の特定付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なる
ステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する
第２の特定付与入賞制御パターンを選択する第２の特定付与入賞制御パターン選択手段と
、
　前記事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされているとき
に、前記特定の可変表示領域について前記ステップ数のうちいずれのステップ数からも前
記特定の表示結果以外の表示結果を特定する非入賞制御パターンを選択する非入賞制御パ
ターン選択手段と、
　を含み、
　前記特定の可変表示領域を構成する表示帯には、前記第１の特定付与入賞を構成する表
示結果と、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果と、が前記所定範囲を超える間隔
で配置されており、
　前記第１の特定付与入賞制御パターンは、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第１の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記第２の特定付与入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第２の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第１の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記特別入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定
範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第２の特定付与入賞制御パターンが前記特
定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特
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定の表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所
定範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第１の特定付与入賞制御パターンが前記
特定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記
特定の表示結果を特定し、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態において１ゲーム毎に前記特別ゲームに
制御されているか否かを判定し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲーム判定手段により前記特別ゲームに制御され
ていないと判定され、かつ前記予め定められた終了条件が成立していないときに前記特別
ゲームの制御を開始する、
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの駆動によ
り回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を導出表示
させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、前記複数の可変表示領域の全てに表示結果が導出表示されることに
より１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロ
ットマシンであって、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に、前記遊技用価値
の付与を伴う第１の特定付与入賞及び該第１の特定付与入賞と同数の前記遊技用価値の付
与を伴う第２の特定付与入賞を含む付与入賞と、遊技者にとって有利な特別遊技状態への
移行を伴う特別入賞と、を含む入賞について発生を許容するか否かを決定する事前決定手
段と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨が決定され、該特別入賞が発
生しなかったときに、当該特別入賞の発生を許容する旨の決定を次ゲーム以降に持ち越す
持越手段と、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段と、
　前記導出操作手段が操作されたときに、該導出操作手段の操作に対応する可変表示領域
の表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と、
　前記特別入賞が発生したときに、予め定められた終了条件が成立するまで前記特別遊技
状態に制御する特別遊技状態制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記付与入賞が通常遊技状態よりも高い確率で発生する特別
ゲームに所定期間制御する特別ゲーム制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記特別ゲームに制御されているか否かを判定する特別ゲー
ム判定手段と、
　を備え、
　前記導出制御手段は、
　前記複数の可変表示領域のうちいずれか１つの可変表示領域に既に表示結果が導出され
ており、他の可変表示領域に未だ表示結果が導出されていない状況において、未だ表示結
果が導出されていない可変表示領域について、該可変表示領域に対応する導出操作手段が
操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に対して該ステップ数から所定範
囲内に位置する複数の表示結果のうちの一の表示結果を一意的に特定する複数の制御パタ
ーンから、前記事前決定手段の決定結果及び既に表示結果が導出された可変表示領域の表
示結果の組み合わせに対応する制御パターンを一意的に選択する制御パターン選択手段を
含み、
　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作されたと
きに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パターン
が該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数に対して一意的に特定する表示結果
を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行い、
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　前記制御パターン選択手段は、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに
、前記複数の可変表示領域のうち特定の可変表示領域について前記ステップ数のうち少な
くともいずれか１つのステップ数に対して特定の表示結果を特定する特別入賞制御パター
ンを選択する特別入賞制御パターン選択手段と、
　前記事前決定手段により前記第１の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記特定の可変表示領域について該第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第１の特定付与入賞を構成する表示結
果を特定し、該第１の特定付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なる
ステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する
第１の特定付与入賞制御パターンを選択する第１の特定付与入賞制御パターン選択手段と
、
　前記事前決定手段により前記第２の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記特定の可変表示領域について該第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第２の特定付与入賞を構成する表示結
果を特定し、該第２の特定付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なる
ステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する
第２の特定付与入賞制御パターンを選択する第２の特定付与入賞制御パターン選択手段と
、
　前記事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされているとき
に、前記特定の可変表示領域について前記ステップ数のうちいずれのステップ数からも前
記特定の表示結果以外の表示結果を特定する非入賞制御パターンを選択する非入賞制御パ
ターン選択手段と、
　を含み、
　前記特定の可変表示領域を構成する表示帯には、前記第１の特定付与入賞を構成する表
示結果と、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果と、が前記所定範囲を超える間隔
で配置されており、
　前記第１の特定付与入賞制御パターンは、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第１の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記第２の特定付与入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第２の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第１の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記特別入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定
範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第２の特定付与入賞制御パターンが前記特
定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特
定の表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所
定範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第１の特定付与入賞制御パターンが前記
特定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記
特定の表示結果を特定し、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態において１ゲーム毎に前記特別ゲームに
制御されているか否かを判定し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲーム判定手段により前記特別ゲームに制御され
ていないと判定され、かつ前記予め定められた終了条件が成立していないときに前記特別
ゲームの制御を開始する、
　ことを特徴とするスロットマシン。
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【請求項３】
　前記特別遊技状態において前記予め定められた終了条件が成立したか否かを判定する特
別遊技状態終了条件判定手段と、
　前記特別遊技状態終了条件判定手段が、前記予め定められた終了条件が成立したと判定
したときに、前記特別遊技状態を終了させる特別遊技状態終了手段と、
　を備え、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記所定期間が満了しているか否かに関わらず前記特別遊
技状態の終了とともに前記特別ゲームの制御を終了するとともに、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態終了条件判定手段により前記予め定めら
れた終了条件が成立したか否かの判定が行われた後、該予め定められた終了条件が成立し
ていないと判定された場合のみ前記特別ゲームに制御されているか否かを判定する、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載のスロットマシン。
【請求項４】
　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの駆動によ
り回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を導出表示
させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、前記複数の可変表示領域の全てに表示結果が導出表示されることに
より１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロ
ットマシンであって、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に、前記遊技用価値
の付与を伴う第１の特定付与入賞及び該第１の特定付与入賞と同数の前記遊技用価値の付
与を伴う第２の特定付与入賞を含む付与入賞と、遊技者にとって有利な特別遊技状態への
移行を伴う特別入賞と、を含む入賞について発生を許容するか否かを決定する事前決定手
段と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨が決定され、該特別入賞が発
生しなかったときに、当該特別入賞の発生を許容する旨の決定を次ゲーム以降に持ち越す
持越手段と、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段と、
　前記導出操作手段が操作されたときに、該導出操作手段の操作に対応する可変表示領域
の表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と、
　前記特別入賞が発生したときに、予め定められた終了条件が成立するまで前記特別遊技
状態に制御する特別遊技状態制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記付与入賞が通常遊技状態よりも高い確率で発生する特別
ゲームに所定期間制御する特別ゲーム制御手段と、
　を備え、
　前記導出制御手段は、
　前記複数の可変表示領域のうちいずれの可変表示領域にも未だ表示結果が導出されてい
ない状況において、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域について、該可変表示
領域に対応する導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に
対して該ステップ数から所定範囲内に位置する複数の表示結果のうちの一の表示結果を一
意的に特定する複数の制御パターンから、前記事前決定手段の決定結果に対応する制御パ
ターンを一意的に選択する制御パターン選択手段を含み、
　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作されたと
きに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パターン
が該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数に対して一意的に特定する表示結果
を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行い、
　前記制御パターン選択手段は、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに
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、前記複数の可変表示領域のうち特定の可変表示領域について前記ステップ数のうち少な
くともいずれか１つのステップ数に対して特定の表示結果を特定する特別入賞制御パター
ンを選択する特別入賞制御パターン選択手段と、
　前記事前決定手段により前記第１の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記特定の可変表示領域について該第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第１の特定付与入賞を構成する表示結
果を特定し、該第１の特定付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なる
ステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する
第１の特定付与入賞制御パターンを選択する第１の特定付与入賞制御パターン選択手段と
、
　前記事前決定手段により前記第２の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記特定の可変表示領域について該第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第２の特定付与入賞を構成する表示結
果を特定し、該第２の特定付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なる
ステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する
第２の特定付与入賞制御パターンを選択する第２の特定付与入賞制御パターン選択手段と
、
　前記事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされているとき
に、前記特定の可変表示領域について前記ステップ数のうちいずれのステップ数からも前
記特定の表示結果以外の表示結果を特定する非入賞制御パターンを選択する非入賞制御パ
ターン選択手段と、
　を含み、
　前記特定の可変表示領域を構成する表示帯には、前記第１の特定付与入賞を構成する表
示結果と、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果と、が前記所定範囲を超える間隔
で配置されており、
　前記第１の特定付与入賞制御パターンは、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第１の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記第２の特定付与入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第２の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第１の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記特別入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定
範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第２の特定付与入賞制御パターンが前記特
定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特
定の表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所
定範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第１の特定付与入賞制御パターンが前記
特定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記
特定の表示結果を特定し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了
し、該特別ゲームの制御が終了し、かつ前記特別遊技状態の終了条件が成立していないと
きに前記特別ゲームの制御を再開する、
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項５】
　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの駆動によ
り回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を導出表示
させることが可能な可変表示装置を備え、
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　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、前記複数の可変表示領域の全てに表示結果が導出表示されることに
より１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロ
ットマシンであって、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に、前記遊技用価値
の付与を伴う第１の特定付与入賞及び該第１の特定付与入賞と同数の前記遊技用価値の付
与を伴う第２の特定付与入賞を含む付与入賞と、遊技者にとって有利な特別遊技状態への
移行を伴う特別入賞と、を含む入賞について発生を許容するか否かを決定する事前決定手
段と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨が決定され、該特別入賞が発
生しなかったときに、当該特別入賞の発生を許容する旨の決定を次ゲーム以降に持ち越す
持越手段と、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段と、
　前記導出操作手段が操作されたときに、該導出操作手段の操作に対応する可変表示領域
の表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と、
　前記特別入賞が発生したときに、予め定められた終了条件が成立するまで前記特別遊技
状態に制御する特別遊技状態制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記付与入賞が通常遊技状態よりも高い確率で発生する特別
ゲームに所定期間制御する特別ゲーム制御手段と、
　を備え、
　前記導出制御手段は、
　前記複数の可変表示領域のうちいずれか１つの可変表示領域に既に表示結果が導出され
ており、他の可変表示領域に未だ表示結果が導出されていない状況において、未だ表示結
果が導出されていない可変表示領域について、該可変表示領域に対応する導出操作手段が
操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に対して該ステップ数から所定範
囲内に位置する複数の表示結果のうちの一の表示結果を一意的に特定する複数の制御パタ
ーンから、前記事前決定手段の決定結果及び既に表示結果が導出された可変表示領域の表
示結果の組み合わせに対応する制御パターンを一意的に選択する制御パターン選択手段を
含み、
　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作されたと
きに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パターン
が該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数に対して一意的に特定する表示結果
を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行い、
　前記制御パターン選択手段は、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに
、前記複数の可変表示領域のうち特定の可変表示領域について前記ステップ数のうち少な
くともいずれか１つのステップ数に対して特定の表示結果を特定する特別入賞制御パター
ンを選択する特別入賞制御パターン選択手段と、
　前記事前決定手段により前記第１の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記特定の可変表示領域について該第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第１の特定付与入賞を構成する表示結
果を特定し、該第１の特定付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なる
ステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する
第１の特定付与入賞制御パターンを選択する第１の特定付与入賞制御パターン選択手段と
、
　前記事前決定手段により前記第２の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記特定の可変表示領域について該第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第２の特定付与入賞を構成する表示結
果を特定し、該第２の特定付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なる
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ステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する
第２の特定付与入賞制御パターンを選択する第２の特定付与入賞制御パターン選択手段と
、
　前記事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされているとき
に、前記特定の可変表示領域について前記ステップ数のうちいずれのステップ数からも前
記特定の表示結果以外の表示結果を特定する非入賞制御パターンを選択する非入賞制御パ
ターン選択手段と、
　を含み、
　前記特定の可変表示領域を構成する表示帯には、前記第１の特定付与入賞を構成する表
示結果と、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果と、が前記所定範囲を超える間隔
で配置されており、
　前記第１の特定付与入賞制御パターンは、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第１の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記第２の特定付与入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第２の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第１の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記特別入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定
範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第２の特定付与入賞制御パターンが前記特
定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特
定の表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所
定範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第１の特定付与入賞制御パターンが前記
特定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記
特定の表示結果を特定し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了
し、該特別ゲームの制御が終了し、かつ前記特別遊技状態の終了条件が成立していないと
きに前記特別ゲームの制御を再開する、
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項６】
　前記特別遊技状態において前記予め定められた終了条件が成立したか否かを判定する特
別遊技状態終了条件判定手段と、
　前記特別遊技状態終了条件判定手段が、前記予め定められた終了条件が成立したと判定
したときに、前記特別遊技状態を終了させる特別遊技状態終了手段と、
　を備え、
　前記特別ゲーム制御手段は、
　前記所定期間が満了しているか否かに関わらず前記特別遊技状態の終了とともに前記特
別ゲームの制御を終了するとともに、
　前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了し、該特別ゲームの制御が終
了したときに、前記特別遊技状態終了条件判定手段により前記予め定められた終了条件が
成立したか否かの判定が行われた後、該予め定められた終了条件が成立していないと判定
された場合のみ前記特別ゲームの制御を再開する、
　ことを特徴とする請求項４または５に記載のスロットマシン。
【請求項７】
　前記特別ゲームに制御されている旨を示す特別ゲーム信号を外部出力するための制御を
行う外部出力制御手段を備え、
　前記外部出力制御手段は、前記特別ゲームが終了し、再度特別ゲームに制御されるとき
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に、前記特別ゲーム信号の出力を所定時間停止した後、再度出力を開始する制御を行う、
　ことを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載のスロットマシン。
【請求項８】
　前記事前決定手段は、前記特別ゲームに制御されている状態で、該特別ゲームにおいて
前記付与入賞の発生時に付与されうる最大付与数未満の遊技用価値の付与を伴う第１の付
与入賞の発生を許容する旨を決定するときに、前記最大付与数の遊技用価値の付与を伴う
第２の付与入賞の発生を許容する旨を同時に決定し、
　前記導出制御手段は、前記事前決定手段により前記第１の付与入賞の発生を許容する旨
及び前記第２の付与入賞の発生を許容する旨が同時に決定されている場合に、前記第２の
付与入賞に対応する表示結果を前記第１の付与入賞に対応する表示結果よりも優先して導
出させる制御を行う優先導出制御手段を含む、
　ことを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載のスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの駆動によ
り回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を導出表示
させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、前記複数の可変表示領域（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の
全てに表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結
果に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に、前記遊技用価値
の付与を伴う第１の特定付与入賞（１枚（１））及び該第１の特定付与入賞（１枚（１）
）と同数の前記遊技用価値の付与を伴う第２の特定付与入賞（１枚（２）／１枚（３））
を含む付与入賞（小役）と、遊技者にとって有利な特別遊技状態（ビッグボーナス、チャ
レンジボーナス）への移行を伴う特別入賞（特別役）と、を含む入賞について発生を許容
するか否かを決定する事前決定手段（内部抽選）と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）の発生を許容する旨が決定され、該特
別入賞（特別役）が発生しなかったときに、当該特別入賞の発生を許容する旨の決定（特
別役の当選フラグ）を次ゲーム以降に持ち越す持越手段と、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段（ストップスイッチ８Ｌ、８Ｃ、８Ｒ）と、
　前記導出操作手段（ストップスイッチ８Ｌ、８Ｃ、８Ｒ）が操作されたときに、該導出
操作手段の操作に対応する可変表示領域（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果を導出さ
せる制御を行う導出制御手段と、
　前記特別入賞（ビッグボーナス（１）（２）／チャレンジボーナス（１）（２））が発
生したときに、予め定められた終了条件（ビッグボーナス／チャレンジボーナス中の払出
枚数の合計が規定枚数を超えること）が成立するまで前記特別遊技状態（ビッグボーナス
／チャレンジボーナス）に制御する特別遊技状態制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記付与入賞（小役）が通常遊技状態よりも高い確率で発生
する特別ゲーム（レギュラーボーナス／ＣＴ）に所定期間（１２ゲームに到達するか、８
回入賞するまでの期間／１ゲーム）制御する特別ゲーム制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記特別ゲームに制御されているか否かを判定する特別ゲー
ム判定手段（ビッグボーナス中であり、かつレギュラーボーナスが作動しているか否かを
判定する／チャレンジボーナス中であり、かつＣＴが作動しているか否かを判定する）と
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、
　を備え、
　前記導出制御手段は、
　前記複数の可変表示領域のうちいずれの可変表示領域にも未だ表示結果が導出されてい
ない状況において、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域について、該可変表示
領域に対応する導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に
対して該ステップ数から所定範囲内に位置する複数の表示結果のうちの一の表示結果を一
意的に特定する複数の制御パターンから、前記事前決定手段の決定結果に対応する制御パ
ターンを一意的に選択する制御パターン選択手段を含み、
　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作されたと
きに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パターン
が該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数に対して一意的に特定する表示結果
を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行い、
　前記制御パターン選択手段は、
　前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記複数の可変表示領域のうち特定の可変表示領域について前記ステップ数
のうち少なくともいずれか１つのステップ数に対して特定の表示結果（チャンス目を構成
する表示結果）を特定する特別入賞制御パターンを選択する特別入賞制御パターン選択手
段と、
　前記事前決定手段により前記第１の特定付与入賞（１枚（１））の発生を許容する旨の
決定がなされているときに、前記特定の可変表示領域について該第１の特定付与入賞（１
枚（１））を構成する表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第１の
特定付与入賞（１枚（１））を構成する表示結果を特定し、該第１の特定付与入賞（１枚
（１））を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なるステップ数のうちの少なく
とも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）を
特定する第１の特定付与入賞制御パターンを選択する第１の特定付与入賞制御パターン選
択手段と、
　前記事前決定手段により前記第２の特定付与入賞（１枚（２）／１枚（３））の発生を
許容する旨の決定がなされているときに、前記特定の可変表示領域について該第２の特定
付与入賞（１枚（２）／１枚（３））を構成する表示結果が前記所定範囲内に位置するス
テップ数に対して該第２の特定付与入賞（１枚（２）／１枚（３））を構成する表示結果
を特定し、該第２の特定付与入賞（１枚（２）／１枚（３））を構成する表示結果を特定
するステップ数とは異なるステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記
特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）を特定する第２の特定付与入賞制御パ
ターンを選択する第２の特定付与入賞制御パターン選択手段と、
　前記事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされているとき
に、前記特定の可変表示領域について前記ステップ数のうちいずれのステップ数からも前
記特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）以外の表示結果を特定する非入賞制
御パターンを選択する非入賞制御パターン選択手段と、
　を含み、
　前記特定の可変表示領域を構成する表示帯には、前記第１の特定付与入賞を構成する表
示結果と、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果と、が前記所定範囲を超える間隔
で配置されており、
　前記第１の特定付与入賞制御パターンは、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第１の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）を特定し、
　前記第２の特定付与入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第２の特
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定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第１の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）を特定し、
　前記特別入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定
範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第２の特定付与入賞制御パターンが前記特
定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特
定の表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所
定範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第１の特定付与入賞制御パターンが前記
特定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記
特定の表示結果を特定し、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態において１ゲーム毎に前記特別ゲームに
制御されているか否かを判定し（ビッグボーナス中においてレギュラーボーナスが作動し
ているか否かを１ゲーム毎に判定する／チャレンジボーナス中においてＣＴが作動してい
るか否かを１ゲーム毎に判定する）、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲーム判定手段により前記特別ゲームに制御され
ていないと判定され、かつ前記予め定められた終了条件が成立していないときに前記特別
ゲームの制御を開始する（ビッグボーナス中において終了条件が成立せず、レギュラーボ
ーナスが作動していない場合に、レギュラーボーナスを開始させる／チャレンジボーナス
中において終了条件が成立せず、ＣＴが作動していない場合に、ＣＴを開始させる）、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別遊技状態に制御されている間、１ゲーム毎に特別ゲームに制御
されているか否かが判定され、特別ゲームに制御されていなければ特別ゲームの制御が開
始されることにより、特別遊技状態において遊技用価値を最も速く増加させることができ
るので、従来のように何らかの入賞に伴い特別ゲームの制御が開始されるよりも特別遊技
状態への移行に伴う遊技者の興趣を高めることができる。
　また、１ゲーム毎に特別ゲームに制御されているか否かの判定が行われるため、特別遊
技状態の各ゲームの制御プログラムを共通化することができるのでプログラム容量を削減
することができる。
　また、事前決定手段により特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされているか、第１
の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされ、かつ第１の特定付与入賞を発生させ
ることができなかったときか、第２の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされ、
かつ第２の特定付与入賞を発生させることができなかったときに、事前決定手段によりい
ずれの入賞の発生も許容されていないときには導出されることのない特定の表示結果を導
出させることが可能となるので、特定の表示結果が導出されることにより、特別入賞の発
生が許容されていることに対する遊技者の期待感を高めることができる。
　また、特別入賞の発生を許容する旨が決定されていない状態では、事前決定手段により
いずれの入賞の発生も許容されていないとき、すなわち通常時の大半を占める状態では、
特定の表示結果が導出されることがなく、事前決定手段により第１の特定付与入賞か第２
の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされることにより、特定の表示結果を導出
させることが可能となるので、遊技者の技量などの影響を受けることなく、適度な割合で
特定の表示結果を導出させることが可能となる。
　また、第１の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに、該第１の
特定付与入賞に対応する表示結果が導出される導出操作手段の操作のタイミングと、第２
の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに、該第２の特定付与入賞
に対応する表示結果が導出される導出操作手段の操作のタイミングと、が互いに異なるた
め、第１の特定付与入賞及び第２の特定付与入賞の双方を取りこぼすことのないタイミン
グで導出操作手段の操作を行うことは不可能であり、いずれか一方を取りこぼすことのな
いタイミングで導出操作手段の操作を行った場合には、必ず他方を取りこぼすこととなり
、この場合には、特定の表示結果が導出されうることとなる。よって、付与入賞を取りこ
ぼさないように遊技を行うような熟練度の高い遊技者であっても、特定の表示結果の導出
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される割合が極端に低くなるようなことがないので、あらゆる熟練度の遊技者に対しても
移行役の発生に対する期待感を効果的に高めることができる。
　本発明の請求項２に記載のスロットマシンは、
　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの駆動によ
り回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を導出表示
させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、前記複数の可変表示領域（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の
全てに表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結
果に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に、前記遊技用価値
の付与を伴う第１の特定付与入賞（１枚（１））及び該第１の特定付与入賞（１枚（１）
）と同数の前記遊技用価値の付与を伴う第２の特定付与入賞（１枚（２）／１枚（３））
を含む付与入賞（小役）と、遊技者にとって有利な特別遊技状態（ビッグボーナス、チャ
レンジボーナス）への移行を伴う特別入賞（特別役）と、を含む入賞について発生を許容
するか否かを決定する事前決定手段（内部抽選）と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）の発生を許容する旨が決定され、該特
別入賞（特別役）が発生しなかったときに、当該特別入賞の発生を許容する旨の決定（特
別役の当選フラグ）を次ゲーム以降に持ち越す持越手段と、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段（ストップスイッチ８Ｌ、８Ｃ、８Ｒ）と、
　前記導出操作手段（ストップスイッチ８Ｌ、８Ｃ、８Ｒ）が操作されたときに、該導出
操作手段の操作に対応する可変表示領域（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果を導出さ
せる制御を行う導出制御手段と、
　前記特別入賞（ビッグボーナス（１）（２）／チャレンジボーナス（１）（２））が発
生したときに、予め定められた終了条件（ビッグボーナス／チャレンジボーナス中の払出
枚数の合計が規定枚数を超えること）が成立するまで前記特別遊技状態（ビッグボーナス
／チャレンジボーナス）に制御する特別遊技状態制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記付与入賞（小役）が通常遊技状態よりも高い確率で発生
する特別ゲーム（レギュラーボーナス／ＣＴ）に所定期間（１２ゲームに到達するか、８
回入賞するまでの期間／１ゲーム）制御する特別ゲーム制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記特別ゲームに制御されているか否かを判定する特別ゲー
ム判定手段（ビッグボーナス中であり、かつレギュラーボーナスが作動しているか否かを
判定する／チャレンジボーナス中であり、かつＣＴが作動しているか否かを判定する）と
、
　を備え、
　前記導出制御手段は、
　前記複数の可変表示領域のうちいずれか１つの可変表示領域に既に表示結果が導出され
ており、他の可変表示領域に未だ表示結果が導出されていない状況において、未だ表示結
果が導出されていない可変表示領域について、該可変表示領域に対応する導出操作手段が
操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に対して該ステップ数から所定範
囲内に位置する複数の表示結果のうちの一の表示結果を一意的に特定する複数の制御パタ
ーンから、前記事前決定手段の決定結果及び既に表示結果が導出された可変表示領域の表
示結果の組み合わせに対応する制御パターンを一意的に選択する制御パターン選択手段を
含み、
　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作されたと
きに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パターン
が該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数に対して一意的に特定する表示結果
を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行い、
　前記制御パターン選択手段は、
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　前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記複数の可変表示領域のうち特定の可変表示領域について前記ステップ数
のうち少なくともいずれか１つのステップ数に対して特定の表示結果（チャンス目を構成
する表示結果）を特定する特別入賞制御パターンを選択する特別入賞制御パターン選択手
段と、
　前記事前決定手段により前記第１の特定付与入賞（１枚（１））の発生を許容する旨の
決定がなされているときに、前記特定の可変表示領域について該第１の特定付与入賞（１
枚（１））を構成する表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第１の
特定付与入賞（１枚（１））を構成する表示結果を特定し、該第１の特定付与入賞（１枚
（１））を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なるステップ数のうちの少なく
とも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）を
特定する第１の特定付与入賞制御パターンを選択する第１の特定付与入賞制御パターン選
択手段と、
　前記事前決定手段により前記第２の特定付与入賞（１枚（２）／１枚（３））の発生を
許容する旨の決定がなされているときに、前記特定の可変表示領域について該第２の特定
付与入賞（１枚（２）／１枚（３））を構成する表示結果が前記所定範囲内に位置するス
テップ数に対して該第２の特定付与入賞（１枚（２）／１枚（３））を構成する表示結果
を特定し、該第２の特定付与入賞（１枚（２）／１枚（３））を構成する表示結果を特定
するステップ数とは異なるステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記
特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）を特定する第２の特定付与入賞制御パ
ターンを選択する第２の特定付与入賞制御パターン選択手段と、
　前記事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされているとき
に、前記特定の可変表示領域について前記ステップ数のうちいずれのステップ数からも前
記特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）以外の表示結果を特定する非入賞制
御パターンを選択する非入賞制御パターン選択手段と、
　を含み、
　前記特定の可変表示領域を構成する表示帯には、前記第１の特定付与入賞を構成する表
示結果と、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果と、が前記所定範囲を超える間隔
で配置されており、
　前記第１の特定付与入賞制御パターンは、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第１の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）を特定し、
　前記第２の特定付与入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第２の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第１の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）を特定し、
　前記特別入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定
範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第２の特定付与入賞制御パターンが前記特
定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特
定の表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所
定範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第１の特定付与入賞制御パターンが前記
特定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記
特定の表示結果を特定し、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態において１ゲーム毎に前記特別ゲームに
制御されているか否かを判定し（ビッグボーナス中においてレギュラーボーナスが作動し
ているか否かを１ゲーム毎に判定する／チャレンジボーナス中においてＣＴが作動してい
るか否かを１ゲーム毎に判定する）、
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　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲーム判定手段により前記特別ゲームに制御され
ていないと判定され、かつ前記予め定められた終了条件が成立していないときに前記特別
ゲームの制御を開始する（ビッグボーナス中において終了条件が成立せず、レギュラーボ
ーナスが作動していない場合に、レギュラーボーナスを開始させる／チャレンジボーナス
中において終了条件が成立せず、ＣＴが作動していない場合に、ＣＴを開始させる）、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別遊技状態に制御されている間、１ゲーム毎に特別ゲームに制御
されているか否かが判定され、特別ゲームに制御されていなければ特別ゲームの制御が開
始されることにより、特別遊技状態において遊技用価値を最も速く増加させることができ
るので、従来のように何らかの入賞に伴い特別ゲームの制御が開始されるよりも特別遊技
状態への移行に伴う遊技者の興趣を高めることができる。
　また、１ゲーム毎に特別ゲームに制御されているか否かの判定が行われるため、特別遊
技状態の各ゲームの制御プログラムを共通化することができるのでプログラム容量を削減
することができる。
　また、事前決定手段により特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされているか、第１
の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされ、かつ第１の特定付与入賞を発生させ
ることができなかったときか、第２の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされ、
かつ第２の特定付与入賞を発生させることができなかったときに、事前決定手段によりい
ずれの入賞の発生も許容されていないときには導出されることのない特定の表示結果を導
出させることが可能となるので、特定の表示結果が導出されることにより、特別入賞の発
生が許容されていることに対する遊技者の期待感を高めることができる。
　また、特別入賞の発生を許容する旨が決定されていない状態では、事前決定手段により
いずれの入賞の発生も許容されていないとき、すなわち通常時の大半を占める状態では、
特定の表示結果が導出されることがなく、事前決定手段により第１の特定付与入賞か第２
の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされることにより、特定の表示結果を導出
させることが可能となるので、遊技者の技量などの影響を受けることなく、適度な割合で
特定の表示結果を導出させることが可能となる。
　また、第１の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに、該第１の
特定付与入賞に対応する表示結果が導出される導出操作手段の操作のタイミングと、第２
の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに、該第２の特定付与入賞
に対応する表示結果が導出される導出操作手段の操作のタイミングと、が互いに異なるた
め、第１の特定付与入賞及び第２の特定付与入賞の双方を取りこぼすことのないタイミン
グで導出操作手段の操作を行うことは不可能であり、いずれか一方を取りこぼすことのな
いタイミングで導出操作手段の操作を行った場合には、必ず他方を取りこぼすこととなり
、この場合には、特定の表示結果が導出されうることとなる。よって、付与入賞を取りこ
ぼさないように遊技を行うような熟練度の高い遊技者であっても、特定の表示結果の導出
される割合が極端に低くなるようなことがないので、あらゆる熟練度の遊技者に対しても
移行役の発生に対する期待感を効果的に高めることができる。
　尚、請求項１、２において前記特別ゲーム制御手段は、前記特別遊技状態の開始ととも
に前記特別ゲームの制御を開始するようにしても良く、このようにした場合には、特別遊
技状態に制御されている間、特別ゲームにのみ制御すれば良いので、特別遊技状態への移
行に伴う制御を簡素化することができる。
　また、請求項１、２において前記特別ゲーム判定手段は、各ゲームの終了時に前記特別
ゲームに制御されているか否かの判定を行うとともに、前記特別入賞が発生したゲームを
特別遊技状態と認識し、特別入賞が発生したゲームにおいても前記特別ゲームに制御され
ているか否かを判定するようにしても良く、このようにした場合にも、特別遊技状態に制
御されている間、特別ゲームにのみ制御すれば良いので、特別遊技状態への移行に伴う制
御を簡素化することができる。
　また、請求項１、２において前記特別ゲーム判定手段は、前記特別入賞が発生したゲー
ムを特別遊技状態と認識せず、各ゲームの開始時に前記特別ゲームに制御されているか否
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かの判定を行うようにしても良く、このようにした場合にも、特別遊技状態に制御されて
いる間、特別ゲームにのみ制御すれば良いので、特別遊技状態への移行に伴う制御を簡素
化することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の請求項３に記載のスロットマシンは、請求項１または２に記載のスロットマシ
ンであって、
　前記特別遊技状態（ビッグボーナス／チャレンジボーナス）において前記予め定められ
た終了条件（メダルの払出枚数が規定枚数を超えること）が成立したか否かを判定する特
別遊技状態終了条件判定手段と、
　前記特別遊技状態終了条件判定手段が、前記予め定められた終了条件（メダルの払出枚
数が規定枚数を超えること）が成立したと判定したときに、前記特別遊技状態（ビッグボ
ーナス／チャレンジボーナス）を終了させる特別遊技状態終了手段と、
　を備え、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記所定期間が満了しているか否かに関わらず前記特別遊
技状態（ビッグボーナス／チャレンジボーナス）の終了とともに前記特別ゲーム（レギュ
ラーボーナス／ＣＴ）の制御を終了するとともに、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態終了条件判定手段により前記予め定めら
れた終了条件（メダルの払出枚数が規定枚数を超えること）が成立したか否かの判定が行
われた後、該予め定められた終了条件が成立していないと判定された場合のみ前記特別ゲ
ーム（レギュラーボーナス／ＣＴ）に制御されているか否かを判定する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別ゲームに制御されているか否かの判定が、特別遊技状態の終了
条件が成立しているか否かの判定が行われた後、特別遊技状態の終了条件が成立していな
いと判定された場合にのみ行われるので、特別遊技状態が終了してしまうにも関わらず、
特別ゲームを開始するための判定、すなわち不要な判定が行われることがない。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の請求項４に記載のスロットマシンは、
　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの駆動によ
り回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を導出表示
させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、前記複数の可変表示領域（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の
全てに表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結
果に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に、前記遊技用価値
の付与を伴う第１の特定付与入賞（１枚（１））及び該第１の特定付与入賞（１枚（１）
）と同数の前記遊技用価値の付与を伴う第２の特定付与入賞（１枚（２）／１枚（３））
を含む付与入賞（小役）と、遊技者にとって有利な特別遊技状態（ビッグボーナス、チャ
レンジボーナス）への移行を伴う特別入賞（特別役）と、を含む入賞について発生を許容
するか否かを決定する事前決定手段（内部抽選）と、
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　前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）の発生を許容する旨が決定され、該特
別入賞（特別役）が発生しなかったときに、当該特別入賞の発生を許容する旨の決定（特
別役の当選フラグ）を次ゲーム以降に持ち越す持越手段と、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段（ストップスイッチ８Ｌ、８Ｃ、８Ｒ）と、
　前記導出操作手段（ストップスイッチ８Ｌ、８Ｃ、８Ｒ）が操作されたときに、該導出
操作手段の操作に対応する可変表示領域（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果を導出さ
せる制御を行う導出制御手段と、
　前記特別入賞（ビッグボーナス（１）（２）／チャレンジボーナス（１）（２））が発
生したときに、予め定められた終了条件（ビッグボーナス／チャレンジボーナス中の払出
枚数の合計が規定枚数を超えること）が成立するまで前記特別遊技状態（ビッグボーナス
／チャレンジボーナス）に制御する特別遊技状態制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記付与入賞（小役）が通常遊技状態よりも高い確率で発生
する特別ゲーム（レギュラーボーナス／ＣＴ）に所定期間（１２ゲームに到達するか、８
回入賞するまでの期間／１ゲーム）制御する特別ゲーム制御手段と、
　を備え、
　前記導出制御手段は、
　前記複数の可変表示領域のうちいずれの可変表示領域にも未だ表示結果が導出されてい
ない状況において、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域について、該可変表示
領域に対応する導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に
対して該ステップ数から所定範囲内に位置する複数の表示結果のうちの一の表示結果を一
意的に特定する複数の制御パターンから、前記事前決定手段の決定結果に対応する制御パ
ターンを一意的に選択する制御パターン選択手段を含み、
　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作されたと
きに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パターン
が該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数に対して一意的に特定する表示結果
を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行い、
　前記制御パターン選択手段は、
　前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記複数の可変表示領域のうち特定の可変表示領域について前記ステップ数
のうち少なくともいずれか１つのステップ数に対して特定の表示結果（チャンス目を構成
する表示結果）を特定する特別入賞制御パターンを選択する特別入賞制御パターン選択手
段と、
　前記事前決定手段により前記第１の特定付与入賞（１枚（１））の発生を許容する旨の
決定がなされているときに、前記特定の可変表示領域について該第１の特定付与入賞（１
枚（１））を構成する表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第１の
特定付与入賞（１枚（１））を構成する表示結果を特定し、該第１の特定付与入賞Ｖを構
成する表示結果を特定するステップ数とは異なるステップ数のうちの少なくとも１つのス
テップ数に対して前記特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）を特定する第１
の特定付与入賞制御パターンを選択する第１の特定付与入賞制御パターン選択手段と、
　前記事前決定手段により前記第２の特定付与入賞（１枚（２）／１枚（３））の発生を
許容する旨の決定がなされているときに、前記特定の可変表示領域について該第２の特定
付与入賞（１枚（２）／１枚（３））を構成する表示結果が前記所定範囲内に位置するス
テップ数に対して該第２の特定付与入賞を構成する表示結果を特定し、該第２の特定付与
入賞（１枚（２）／１枚（３））を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なるス
テップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果（チャンス目
を構成する表示結果）を特定する第２の特定付与入賞制御パターンを選択する第２の特定
付与入賞制御パターン選択手段と、
　前記事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされているとき
に、前記特定の可変表示領域について前記ステップ数のうちいずれのステップ数からも前
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記特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）以外の表示結果を特定する非入賞制
御パターンを選択する非入賞制御パターン選択手段と、
　を含み、
　前記特定の可変表示領域を構成する表示帯には、前記第１の特定付与入賞を構成する表
示結果と、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果と、が前記所定範囲を超える間隔
で配置されており、
　前記第１の特定付与入賞制御パターンは、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第１の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記第２の特定付与入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第２の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第１の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記特別入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定
範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第２の特定付与入賞制御パターンが前記特
定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特
定の表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所
定範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第１の特定付与入賞制御パターンが前記
特定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記
特定の表示結果を特定し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了
し、該特別ゲームの制御が終了し、かつ前記予め定められた終了条件が成立していないと
きに前記特別ゲームの制御を再開する（ビッグボーナス中においてレギュラーボーナス終
了時に、ビッグボーナスが継続する場合には、レギュラーボーナスを再開させる／チャレ
ンジボーナス中においてＣＴ終了時に、チャレンジボーナスが継続する場合には、ＣＴを
再開させる）、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別遊技状態に制御されている間、特別ゲームの制御が終了したと
きに、特別ゲームが再開されることにより、特別遊技状態において遊技用価値を最も速く
増加させることができるので、従来のように何らかの入賞に伴い特別ゲームの制御が開始
されるよりも特別遊技状態への移行に伴う遊技者の興趣を高めることができる。
　また、特別ゲームの制御が終了したときのみ特別ゲームを再作動させるための処理を行
えば良いので、特別ゲームの制御が終了していない状態で不要な処理が行われることがな
い。
　また、事前決定手段により特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされているか、第１
の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされ、かつ第１の特定付与入賞を発生させ
ることができなかったときか、第２の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされ、
かつ第２の特定付与入賞を発生させることができなかったときに、事前決定手段によりい
ずれの入賞の発生も許容されていないときには導出されることのない特定の表示結果を導
出させることが可能となるので、特定の表示結果が導出されることにより、特別入賞の発
生が許容されていることに対する遊技者の期待感を高めることができる。
　また、特別入賞の発生を許容する旨が決定されていない状態では、事前決定手段により
いずれの入賞の発生も許容されていないとき、すなわち通常時の大半を占める状態では、
特定の表示結果が導出されることがなく、事前決定手段により第１の特定付与入賞か第２
の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされることにより、特定の表示結果を導出
させることが可能となるので、遊技者の技量などの影響を受けることなく、適度な割合で
特定の表示結果を導出させることが可能となる。
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　また、第１の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに、該第１の
特定付与入賞に対応する表示結果が導出される導出操作手段の操作のタイミングと、第２
の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに、該第２の特定付与入賞
に対応する表示結果が導出される導出操作手段の操作のタイミングと、が互いに異なるた
め、第１の特定付与入賞及び第２の特定付与入賞の双方を取りこぼすことのないタイミン
グで導出操作手段の操作を行うことは不可能であり、いずれか一方を取りこぼすことのな
いタイミングで導出操作手段の操作を行った場合には、必ず他方を取りこぼすこととなり
、この場合には、特定の表示結果が導出されうることとなる。よって、付与入賞を取りこ
ぼさないように遊技を行うような熟練度の高い遊技者であっても、特定の表示結果の導出
される割合が極端に低くなるようなことがないので、あらゆる熟練度の遊技者に対しても
移行役の発生に対する期待感を効果的に高めることができる。
　本発明の請求項５に記載のスロットマシンは、
　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの駆動によ
り回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を導出表示
させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、前記複数の可変表示領域（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の
全てに表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結
果に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に、前記遊技用価値
の付与を伴う第１の特定付与入賞（１枚（１））及び該第１の特定付与入賞（１枚（１）
）と同数の前記遊技用価値の付与を伴う第２の特定付与入賞（１枚（２）／１枚（３））
を含む付与入賞（小役）と、遊技者にとって有利な特別遊技状態（ビッグボーナス、チャ
レンジボーナス）への移行を伴う特別入賞（特別役）と、を含む入賞について発生を許容
するか否かを決定する事前決定手段（内部抽選）と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）の発生を許容する旨が決定され、該特
別入賞（特別役）が発生しなかったときに、当該特別入賞の発生を許容する旨の決定（特
別役の当選フラグ）を次ゲーム以降に持ち越す持越手段と、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段（ストップスイッチ８Ｌ、８Ｃ、８Ｒ）と、
　前記導出操作手段（ストップスイッチ８Ｌ、８Ｃ、８Ｒ）が操作されたときに、該導出
操作手段の操作に対応する可変表示領域（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果を導出さ
せる制御を行う導出制御手段と、
　前記特別入賞（ビッグボーナス（１）（２）／チャレンジボーナス（１）（２））が発
生したときに、予め定められた終了条件（ビッグボーナス／チャレンジボーナス中の払出
枚数の合計が規定枚数を超えること）が成立するまで前記特別遊技状態（ビッグボーナス
／チャレンジボーナス）に制御する特別遊技状態制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記付与入賞（小役）が通常遊技状態よりも高い確率で発生
する特別ゲーム（レギュラーボーナス／ＣＴ）に所定期間（１２ゲームに到達するか、８
回入賞するまでの期間／１ゲーム）制御する特別ゲーム制御手段と、
　を備え、
　前記導出制御手段は、
　前記複数の可変表示領域のうちいずれか１つの可変表示領域に既に表示結果が導出され
ており、他の可変表示領域に未だ表示結果が導出されていない状況において、未だ表示結
果が導出されていない可変表示領域について、該可変表示領域に対応する導出操作手段が
操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に対して該ステップ数から所定範
囲内に位置する複数の表示結果のうちの一の表示結果を一意的に特定する複数の制御パタ
ーンから、前記事前決定手段の決定結果及び既に表示結果が導出された可変表示領域の表
示結果の組み合わせに対応する制御パターンを一意的に選択する制御パターン選択手段を
含み、
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　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作されたと
きに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パターン
が該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数に対して一意的に特定する表示結果
を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行い、
　前記制御パターン選択手段は、
　前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記複数の可変表示領域のうち特定の可変表示領域について前記ステップ数
のうち少なくともいずれか１つのステップ数に対して特定の表示結果（チャンス目を構成
する表示結果）を特定する特別入賞制御パターンを選択する特別入賞制御パターン選択手
段と、
　前記事前決定手段により前記第１の特定付与入賞（１枚（１））の発生を許容する旨の
決定がなされているときに、前記特定の可変表示領域について該第１の特定付与入賞（１
枚（１））を構成する表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第１の
特定付与入賞（１枚（１））を構成する表示結果を特定し、該第１の特定付与入賞Ｖを構
成する表示結果を特定するステップ数とは異なるステップ数のうちの少なくとも１つのス
テップ数に対して前記特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）を特定する第１
の特定付与入賞制御パターンを選択する第１の特定付与入賞制御パターン選択手段と、
　前記事前決定手段により前記第２の特定付与入賞（１枚（２）／１枚（３））の発生を
許容する旨の決定がなされているときに、前記特定の可変表示領域について該第２の特定
付与入賞（１枚（２）／１枚（３））を構成する表示結果が前記所定範囲内に位置するス
テップ数に対して該第２の特定付与入賞を構成する表示結果を特定し、該第２の特定付与
入賞（１枚（２）／１枚（３））を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なるス
テップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果（チャンス目
を構成する表示結果）を特定する第２の特定付与入賞制御パターンを選択する第２の特定
付与入賞制御パターン選択手段と、
　前記事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされているとき
に、前記特定の可変表示領域について前記ステップ数のうちいずれのステップ数からも前
記特定の表示結果（チャンス目を構成する表示結果）以外の表示結果を特定する非入賞制
御パターンを選択する非入賞制御パターン選択手段と、
　を含み、
　前記特定の可変表示領域を構成する表示帯には、前記第１の特定付与入賞を構成する表
示結果と、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果と、が前記所定範囲を超える間隔
で配置されており、
　前記第１の特定付与入賞制御パターンは、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第１の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記第２の特定付与入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第２の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第１の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記特別入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定
範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第２の特定付与入賞制御パターンが前記特
定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特
定の表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所
定範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第１の特定付与入賞制御パターンが前記
特定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記
特定の表示結果を特定し、
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　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了
し、該特別ゲームの制御が終了し、かつ前記予め定められた終了条件が成立していないと
きに前記特別ゲームの制御を再開する（ビッグボーナス中においてレギュラーボーナス終
了時に、ビッグボーナスが継続する場合には、レギュラーボーナスを再開させる／チャレ
ンジボーナス中においてＣＴ終了時に、チャレンジボーナスが継続する場合には、ＣＴを
再開させる）、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別遊技状態に制御されている間、特別ゲームの制御が終了したと
きに、特別ゲームが再開されることにより、特別遊技状態において遊技用価値を最も速く
増加させることができるので、従来のように何らかの入賞に伴い特別ゲームの制御が開始
されるよりも特別遊技状態への移行に伴う遊技者の興趣を高めることができる。
　また、特別ゲームの制御が終了したときのみ特別ゲームを再作動させるための処理を行
えば良いので、特別ゲームの制御が終了していない状態で不要な処理が行われることがな
い。
　また、事前決定手段により特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされているか、第１
の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされ、かつ第１の特定付与入賞を発生させ
ることができなかったときか、第２の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされ、
かつ第２の特定付与入賞を発生させることができなかったときに、事前決定手段によりい
ずれの入賞の発生も許容されていないときには導出されることのない特定の表示結果を導
出させることが可能となるので、特定の表示結果が導出されることにより、特別入賞の発
生が許容されていることに対する遊技者の期待感を高めることができる。
　また、特別入賞の発生を許容する旨が決定されていない状態では、事前決定手段により
いずれの入賞の発生も許容されていないとき、すなわち通常時の大半を占める状態では、
特定の表示結果が導出されることがなく、事前決定手段により第１の特定付与入賞か第２
の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされることにより、特定の表示結果を導出
させることが可能となるので、遊技者の技量などの影響を受けることなく、適度な割合で
特定の表示結果を導出させることが可能となる。
　また、第１の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに、該第１の
特定付与入賞に対応する表示結果が導出される導出操作手段の操作のタイミングと、第２
の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに、該第２の特定付与入賞
に対応する表示結果が導出される導出操作手段の操作のタイミングと、が互いに異なるた
め、第１の特定付与入賞及び第２の特定付与入賞の双方を取りこぼすことのないタイミン
グで導出操作手段の操作を行うことは不可能であり、いずれか一方を取りこぼすことのな
いタイミングで導出操作手段の操作を行った場合には、必ず他方を取りこぼすこととなり
、この場合には、特定の表示結果が導出されうることとなる。よって、付与入賞を取りこ
ぼさないように遊技を行うような熟練度の高い遊技者であっても、特定の表示結果の導出
される割合が極端に低くなるようなことがないので、あらゆる熟練度の遊技者に対しても
移行役の発生に対する期待感を効果的に高めることができる。
　尚、請求項４、５において前記特別ゲーム制御手段は、前記特別遊技状態の開始ととも
に前記特別ゲームの制御を開始するようにしても良く、このようにした場合には、特別遊
技状態に制御されている間、特別ゲームにのみ制御すれば良いので、特別遊技状態への移
行に伴う制御を簡素化することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　尚、請求項１、２、４、５において所定数の賭数とは、少なくとも１以上の賭数であっ
て、２以上の賭数が設定されることや最大賭数が設定されることでゲームが開始可能とな
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るようにしても良い。また、複数の遊技状態に応じて定められた賭数が設定されることで
ゲームが開始可能となるようにしても良い。
　また、請求項１、２、４、５において前記付与入賞とは、遊技用価値が付与されるもの
であれば良く、通常ゲームと特別ゲームとで同一種類の付与入賞を対象とするものであっ
ても良いし、異なる種類の付与入賞を対象とするものであっても良い。
　また、請求項１、２、４、５において前記特別ゲーム制御手段が前記特別ゲームに制御
する期間は、特別ゲームが開始すると、予め定められた規定のゲーム数（１ゲームであっ
ても良いし、複数ゲームであっても良い）に到達するまで特別ゲームに制御するものであ
っても良いし、特別ゲームが開始した後、予め定められた特別ゲームの終了条件（例えば
、規定回数（１回であっても良いし、複数回であっても良い）の入賞が発生することなど
）が成立するまで特別ゲームに制御するものであっても良い。更に、特別ゲームが開始し
てから予め定められた規定のゲーム数に到達するか、予め定められた特別ゲームの終了条
件が成立するか、のいずれかまで特別ゲームに制御するものであっても良い。
　また、請求項１、２、４、５において前記特定の表示結果は、第１の特定の表示結果と
、該第１の特定の表示結果とは異なる第２の特定の表示結果と、を少なくとも含む複数種
類の表示結果を含むものでも良く、この場合、例えば第１の特定付与入賞許容時導出制御
手段は第１の特定の表示結果を導出させ、第２の特定付与入賞許容時導出制御手段は第２
の特定の表示結果を導出させる、つまり、第１の特定付与入賞許容時導出制御手段及び第
２の特定付与入賞許容時導出制御手段それぞれが種類の異なる特定の表示結果を導出させ
るようにしても良い。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の請求項６に記載のスロットマシンは、請求項４または５に記載のスロットマシ
ンであって、
　前記特別遊技状態（ビッグボーナス／チャレンジボーナス）において前記予め定められ
た終了条件（メダルの払出枚数が規定枚数を超えること）が成立したか否かを判定する特
別遊技状態終了条件判定手段と、
　前記特別遊技状態終了条件判定手段が、前記予め定められた終了条件（メダルの払出枚
数が規定枚数を超えること）が成立したと判定したときに、前記特別遊技状態（ビッグボ
ーナス／チャレンジボーナス）を終了させる特別遊技状態終了手段と、
　を備え、
　前記特別ゲーム制御手段は、
　前記所定期間が満了しているか否かに関わらず前記特別遊技状態（ビッグボーナス／チ
ャレンジボーナス）の終了とともに前記特別ゲーム（レギュラーボーナス／ＣＴ）の制御
を終了するとともに、
　前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了し、該特別ゲームの制御が終
了したときに、前記特別遊技状態終了条件判定手段により前記予め定められた終了条件（
メダルの払出枚数が規定枚数を超えること）が成立したか否かの判定が行われた後、該予
め定められた終了条件が成立していないと判定された場合のみ前記特別ゲーム（レギュラ
ーボーナス／ＣＴ）の制御を再開する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別遊技状態の終了条件が成立しているか否かの判定が行われた後
、特別遊技状態の終了条件が成立していないと判定された場合にのみ特別ゲームが再開さ
れるので、特別遊技状態が終了してすぐに終了してしまうにも関わらず特別ゲームが再開
されてしまうことがない。
【手続補正７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の請求項７に記載のスロットマシンは、請求項１～６のいずれかに記載のスロッ
トマシンであって、
　前記特別ゲーム（レギュラーボーナス／ＣＴ）に制御されている旨を示す特別ゲーム信
号（ＲＢ中信号／ＣＢ中信号）を外部出力するための制御を行う外部出力制御手段を備え
、
　前記外部出力制御手段は、前記特別ゲーム（レギュラーボーナス／ＣＴ）が終了し、再
度特別ゲーム（レギュラーボーナス／ＣＴ）に制御されるときに、前記特別ゲーム信号（
ＲＢ中信号／ＣＢ中信号）の出力を所定時間（出力待ち時間（ｔｗ））停止した後、再度
出力を開始する制御を行う、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別ゲームが終了し、再度特別ゲームに制御されるときには、特別
ゲーム信号の出力が所定時間停止するので、特別ゲームが一旦途切れたことを当該信号を
入力した外部機器にて判別することが可能となり、例えば、外部出力された信号からスロ
ットマシンが正常に動作しているか否かなどの試験を適正に実施することができる。
　尚、外部出力制御手段が前記ゲーム信号の出力を停止する時間は、外部機器で信号の途
切れたことを判別できる程度の時間であれば良い。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の請求項８に記載のスロットマシンは、請求項１～７のいずれかに記載のスロッ
トマシンであって、
　前記事前決定手段は、前記特別ゲーム（レギュラーボーナス）に制御されている状態で
、該特別ゲームにおいて前記付与入賞の発生時（レギュラーボーナス中の小役入賞時）に
付与されうる最大付与数（１５枚）未満の遊技用価値の付与を伴う第１の付与入賞（ＪＡ
Ｃ以外の小役）の発生を許容する旨を決定するときに、前記最大付与数（１５枚）の遊技
用価値の付与を伴う第２の付与入賞（ＪＡＣ）の発生を許容する旨を同時に決定し、
　前記導出制御手段は、前記事前決定手段により前記第１の付与入賞（ＪＡＣ以外の小役
）の発生を許容する旨及び前記第２の付与入賞（ＪＡＣ）の発生を許容する旨が同時に決
定されている場合に、前記第２の付与入賞（ＪＡＣ）に対応する表示結果を前記第１の付
与入賞（ＪＡＣ以外の小役）に対応する表示結果よりも優先して導出させる制御を行う優
先導出制御手段を含む、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別ゲームに制御されているときに第２の付与入賞よりも付与され
る遊技用価値の数が少ない第１の付与入賞の発生を許容する旨が決定されるときには、同
時に第２の付与入賞の発生を許容する旨も決定されるうえに、第２の付与入賞に対応する
表示結果が第１の付与入賞に対応する表示結果よりも優先して有効ラインに導出されるの
で、最大付与数の遊技用価値を得ることができ、付与される遊技用価値の数が最大付与数
よりも少ない数となってしまうことを極力なくすことができるため、特別ゲームにおいて
遊技者が獲得できる遊技用価値が減少してしまうことを防止できる。
　尚、該特別ゲームにおいて前記付与入賞の発生時に付与されうる最大付与数とは、特別
ゲーム中で付与入賞が発生した際に付与される可能性のある遊技用価値の中で最も多い数
の遊技用価値であり、例えば、特別ゲーム以外でそれよりも多くの遊技用価値が付与され
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得る場合に、その遊技用価値の数より少ない数の遊技用価値であっても良い。
　また、前記最大付与数の遊技用価値の付与を伴う第２の付与入賞とは、第２の付与入賞
が単独で発生することで最大付与数の遊技用価値が付与されるものに限らず、第２の付与
入賞が同時に複数発生すること（例えば、複数の入賞ラインに第２の付与入賞の図柄が揃
うことなど）で最大付与数の遊技用価値が付与されるものも含む。
　また、前記第１の付与入賞は、前記第１の特定付与入賞及び前記第２の特定付与入賞を
含む。
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